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ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ 属 2 種 の 再検討
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大学 海洋研究 所）

Taxonomic 　Revisioll　on 　Two 　Species　of 　the　Genus　OTectosptrα

　　　　　　　　　　　　　　　　（Gastropoda： Prosobranchia）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eiji　 TsucHIDA

（Ocean 　 Research　 Institute，　 University　of 　 Tokyo ，1−15−1，　 Minamidai
，

　　　　　　　　　　　　　　　　Nakano ．ku
，
　 Tokyo 　 164 ）

Abstract ：　 The 　taxonomy 　on 　two 　Recent 　species 　of 　the　genus 　Oreetospira　 and

their　 bathymetrical　 distributions　 were 　 studied 　 on 　 a 　 precise 　 data　 of 　 depths

and 　locations　off 　the　coas 七 〇f　Japan ．　 Orectospir α Da11
，
1925

，
　a 　small 　gastropod

genus 　 of 　family 　Orectospiridae，　is　 known 　to　 have　 a 　subtle 　 difference　 l）etween

adult 　and 　 juvenile　shells ．　 Through 　the 　 examination 　of 　 shell −height／shell −width

ratio 　 and 　 characteristics 　of　growth 　lirae
，
　unbilicus 　and 　siphonal 　canal 　 among

three 　species 　 described　 so 　far，
　 it　becanle　clear 　 that 　only 　 O．　tectiformis （Wat −

son
，
1880 ） and 　 O ．　shikeensis （Yokoyama ， 1928） were 　 valid 　 Recent　 Japanese

species 　belonging　to　the　genus 　Orectospira　 and 　that 　O．　babelica　（Dall，
1907 ）

is　 a 　 synonym 　 of α tect ザormis ．　 This　 synonymization 　 was 　 also 　 supported 　 by

l）athymetric 　distributions　 of 　 above 　 species
，
　 as 　both 　 O．　tecti／ormis 　and 　 O ．　bα 一

belieα were 　found　 in　 the　 same 　 depths 　 from 　 700 　 to　 1100 肌 　On 　 the　 other

hand
，
0 。　shikoensis 　 was 　 collected 　 from 　depths　 between 　 150　 and 　 800　m

，
　espe −

cia 正1y　 around 　300　 to　600　m
，
　and 　consequently 　a　 clear 　boundary 　 of　the　 bathy−

metrical 　distribution　between 　 O ，　tectiformfS 　 and 　O ．　shikoensis 　 exists 　at 　 depths

between 　 700　 and 　 800　m ，

　 Orectospira ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ属 の 貝類は ， 相模湾以南 の 本邦太 ・F洋岸 に分布 し，

漸 深海 帯に あた る 海域の 泥 底に 生息 し て い る．

　1984年 の 8 〜 9 月 に か け て 東京大 学 海洋 研 究所 の 淡 青丸 に よ る紀伊水道沖 合海域 の 貝類

調査 （KT −84−12） で ，ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ 属 の 2 ．
種 を採集す る こ とが 出来 た 。

こ れ ら

の 標 本 の 他 1969〜70年に 筆者が乗船 し た 熊野 灘 ・紀伊 水道沖合 で 操業す る沖 合底曳船 に よ

っ て 採集 し．た 標 本 と海洋研 究所 の 自鳳丸 が 高知 沖 （KH −74−3）で ，ま た 淡 青丸 が、駿河湾 で

採 集 した ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ属 の 標 本を あわ せ て 検討 し た 結果，本属の 2 種す な
．
わ ち ソ
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ビ エ ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リガ イ と ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ の 貝殻 の 形 態 お よ び生 息深度分布の 差

異 か ら 両種 の 種名 に つ い て 従来 の 見解を 改訂す べ き新 知見 を得 た の で 報告す る。

　本報告を ま とめ る に あ た り，研 究 の 機会 を 与 え られ た 千葉大 学理学部 の 堀越増興 教 授 さ

ら に 有益 な助言 を い た だ い た 鳥羽 水族 館 の 大 山桂博士 ，東京水産大学 の 奥谷 喬司 教 授，ま

た 文 献 の お i「i：話 を い た だ い た 東京大学理 学部 の 大路樹 生 氏に 厚 く深謝 す る。

　　　 　　　　　　 　　 ソ ビエ ウ ラウ ズ カ ニ モ リガイの学名

　従来 ソ ビ エ ウ ラ ウ ズ カ ＝ モ リ ガ イ の 学 名 は Orectospira　babeticaとされ て きた、，こ れ は

Albatross 号 で 潮 ノ 岬沖 の 水深 804m と1，　097m で 採 集 され た 個体 に もとず い て Dall （1907）
に よ っ て 記 載 され た も の で あ る （P1，1，

　fig．1 ；Dall　1925，　PL　32，
　figs．8 ＆ 12）。

・一
方

今 ま で ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ （黒 田 1947は カ サ ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ と称 し て い た ） の 学 名 に

あて て い た 0 ．tectifor
’
mis は ，　 Challenger号 が 御 前崎沖 の 水 深 1，

　033　m で 採集 し た 個体

を Watson （1880 ）が 記載 し た も の で あ る lt しか し Watson の 用 い た 模式標 本は 殻長 22．8
mm で 殻頂 と殻 ilの 破 損 した 不 完全な未成殻 で あ る こ と が 判 る （P1．1，　fig，ユ0 ；Watson ，

1886 ，Pl．43 ，　fig．1）。 そ こ で ソ ビ エ ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ の 未成殻 と形態 を比較 し た 結

果，両 種は 同
一

種 の 発育期 の 異 っ た標本 に それ ぞれ っ け られた 名 で あ る こ とが明 ら か に な

っ た 。 次 に ソ ビ エ ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リガ イ の 形態 の 特徴 を成殻 と未 成殻 に 分け て述 べ る。

　成殻 ： 高 い 円錐形 で 殻高 は 32．1mm ，殻径 は 22．3mm （殻高 28mm 以上 の 8 個 体 の 平均

　最大 値は殻 高37．　Omm ， 殻径25．　Omm ） で ，殻は 乳白色 で あ る。螺 層ば 11階 あ り， 側 面

は 平 ら で 1 極め て 弱 い 螺状肋 と成長 脈が あ る 。 縫 合 の 直上 に は 強 い 周縁 肋が 出 て や や ひ さ

し状 に な り，成 長脈は そ の ヒで 刻み 目状に 残 り，脈 の 問は 浅 い 凹 み を 作 る　（Pl，1，　fig．

12）。殻底は 平 ら で周縁 に 出来 る稜角状 の 周縁肋 の た め ，周囲は微 細な歯車状 を 呈 し，臍

孔 は 大 き く深 く開 く。そ の 大 き さ は 殻径 の お よ そ％ で あ る （Pl，1，　 figs．1 ＆ 3）。 殻 口 は

方形 で 短い が浅 い が 広 い 水管 溝 があ る （Pl．1，　figs．1 ＆ 3）。

　未成殻 ：殻高 21．　5mm ，殻径 12，5mm （P1．1，
　 fig，6），殻高 15．3mm ，殻径 7．6mm （Pl．

1， 丘g．7），殻高8．2mm ，殻径 5．　lmm （Pl，1，　fig．8） の 3 個体 で 検討 し た 。 3 個体 と も

殻頂 部 は 腐蝕破損 し た個 体で あ る が ，螺層 は成 貝 と同様高 い 円錐形 で，各層 に は 弱 い 螺状

肋 と成 長 脈が見 ら れ る。縫合 の 上 下 に は 強 い 縦肋 が刻 ま れ る が ，中途で は 弱 くな っ て い る

の で ，それ らは 周縁に 並 ん だ丸味を お び 弱 い 結節粒列 に 見 え る、螺層周縁 は 縫合 の 直 上 で

角ば り，小 さ い 個体ほ ど そ の 角ば りは鋭角 とな る。縫合 は 角ば っ た 周縁 下に あ り や や 深

い 。殻 底は 平 ら で ，小 さ い が深 い 臍イLに は 軸唇が お お い か ぶ さ り，ほ と ん ど閉 じ て い る 。

殻 口 ば 方形 で短 い が 浅 くて 広 い 水管溝が ある と こ ろ は 成殻 と 同 じで あ る。

　以上 の こ とか ら ソ ビ エ ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ の 成 殻 と未成 殻 の 差異 は 成長脈 な い し は縦

肋に よ る刻み の 形 と強 さ，周縁 部 の 張 り出 し 具合 と そ れ に 相 対的 な縫合 の 深 さ及 び 臍孔 の

大小 で あ る こ とが 明ら か とな っ た 。 こ れ ら未成殻 の 特微は 今 ま で ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ の

学名 に あ て ら れ て い た （λ tectiformis と
…

致 し ， （λ babelicaは 本種 の 成殻 に も とつ い て

記載 され た 学名で あ っ て ，（λ tectiformis の シ ノ ニ ム に な る。す なわ ち ソ ビ エ ウ ラ ウ ズ カ

ニ モ リ ガ イの 学名を整理す る と次 の よ う に な る、t

Orectospirα tectiformis （Watson ，
1880） ソ ビ ェ ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ

1880Echinella 　 tectiformis　Watson
，
　Jour．　Linn 、　Soc．　 Zoo1．，15 ； 94．
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1886Echinella 　tecti／ormis 　Watson
，
　 Rep ．　 Sci．　Res．　 Challenger，

15 ： 578 ，　pl．43，且g ．1．

1907 　 B α s掘 s8 α bα belicα Dall
，
　 Smith ，　Misc ．　 ColL

，
50 （2 ）： 168 ．

1925 　 B α siliss α （OTectospirα ） bαbelica．　 Da11
，
　 Proc ．　 U ．S．　 Nat ．　 Mus ．，66 （7）： 5，　 pl．32，

　　　 figs．8，12．

1929Bagilissa （Orectospirct） bα bθ伽 α ，
　 Thiele，

　 Hand ．　 der　 Syst．　 Weich ．： 48．

1938Basdlissa （Ore 伽 εpira ） bα belica，　Wenz ，　Hand ．　der　 Pala ．　 Gast ．： 278
，

丘g ．585 ．

1960 　0rectospirα cf ．0 ．　bα belicα
，
　Macneil ，

　 U ．S．　 GeoL　 Surv ．　 Prop ．　 Pap ．
，
339

，
24

，
　pL　1，

　　　丘9．12．

1961 　0rectospira 　bαbelica，　Habe ，
　 Co1．1］1．　 Shells 　Japan 　（2 ）： 24，　pL　11ア且g ．4．

19630 θγ伽 8吻 α 励 eliea
，
　 Shikama ＆ Horikoshi，　SeL　 Shells　World ，　 IIL　CoL （1）： 25，

　　　pL 　18
，

負g ．1，

1982　B α siliss α bα・belicα
，
　Abbo むtt ＆ Dance ，　Compendium 　 Seashells： 34 ．

　　　　　　　　　　　　　 ウラ ウズ力 ニ モ リガイ の 学名

　従 来 ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ の 学名 は 0 ．tectifomis を使 用 し て きた が ， こ れ は 前述 の よ

うに ソ ビ エ ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ の 学名 とな り， ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ に は 適 用で ぎな い

こ と に な る t／後 で 詳 細 に 述 べ る よ うに ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ ば 鮮 新 陟 の 化 石 種 0 ．shi −

koensisと同種で あ る と考え られ る が， 先 に ソ ビ エ ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ と同様 に 成 殻 と

未成 殻 の 形態 に つ い て 記述す る 。

　成殻 ： 高 い 1」J錐形 で 殻高18．　Omm ，殻径 9，3mm （殻高 15mm 以 E の 16個体の 平均 ：最大

f［k：は 殻高 22．8mm ， 殻径 12，9mm ） で ，殻 は 乳自色で あ る、原殻 は 平滑 で 丸 く 1％階 （PL

2
，
fig．　8）， 螺層は 原殻を 含め て 11階 で 縫合 は へ こ み ， くびれ る 。 殻表 に は 弱 い 螺状彫刻 と

明 ら か な成長脈 が あ る （Pl．2，　fig．9）。 多 くの 個体 で は 成 長脈 が螺 層の 上 下 で 強い 縦 肋 と

な る tt し か し個 体 に よ っ て は 次 の 3 つ の 変異が 見 られ る。（1械 長脈が 螺層 の 上 下 で も強 く

な ら な い 型 （PI．2，
　fig．1），〔2｝螺 層 の 上 下 で 強 くな り結 節状 の 粒 とな る型 （PL 　2，　figs．2

＆ 3）， 及び（3）成 長脈 が 縦肋状に 発達す る型 （Pl，2，
　fig．6）。 ま た 殻 高 に対 す る殻径 の 大

ぎさ に も個体差が あ り，前 に 述 べ た 16個体 の 殻 高／ 殻径 比 の 平均値 は 0．51で ， 最 大 値 は

0．57，最小値 は 0．44と幅 が あ る。す な わ ち 本種 は 螺層 が 細長 い 個体か ら太 い 個休 ま で あ り

そ の 変異 は 大 きい 。 こ れ ら 成 長 脈 や殻 高／殻径 比 の 差異 は産 地 に よ る 個 体変異 で は な く，

串本沖 合 （KT −84−12，
　 St．7， 水 深 353〜416　m ） で 採集 し た 38個 体 の 標 本 及 び 熊 野 灘

（YO −70−733 ， 水 深 347m ） で 採 集 し た 2 個 体 （PL　2
，
　 figs．2 ＆ 6） を検討 し た と こ ろ ，

同産 地 内で も成長 脈，殻高／殻径比 の 変異が あ る こ と が判 明 し た 。殻底 は 平 ら で 臍孔 は 閉

じ る 、、し か し 個 体 に よ っ て は 軸唇 に 内唇が お お い か ぶ さ り，浅 い 臍孔 の よ うに 見え る個体

もあ る （PL　2，
　fig．1）。 殻 口 は 亜 方形 で 軸唇は ね じれ ， 水管溝 は 斜 め 左 方 に 突 き出 る u

　未成殻 ：成 殻 と同様高 い 円 錐形 で殻 高 7．3mm ，殻径 4．　Omm （殻高 101nm 以下 の 7 個体

の
’F均 ： 最小値 は 殻高 6．Omm ， 殻径 3，2mm ） で ，原殻 を 含 め て 7〜 8 階 で ， 縫合は へ こ

み く び れ る 。 殻表 に は 弱 い 螺 状彫刻 が 見 ら れ ，螺 層 の 周 縁 は 強 い 1 列 の 結 節が と りま きそ

の た め に や や角ば る，ま た 成殻 に 見 られ る よ うな成長脈の 強弱や 殻高／殻径 比 の 変異 は 少

な く，前に 述 べ た 7 個 体 の 殻 高／殻径 比の 平均値 は 0，55で ，最大値 は 0．56 ， 最小値 は 0．52

で あ る。殻 底は
’
ドら で臍孔 は 閉 じ る 。 殻 口 は 亜 方 形 で ，軸 唇 は ね じ れ 水管溝 が 斜め 下 左方

へ 突 き出 る と こ ろ は 成殻 と同 じ で あ る一、

　 以上 の こ とか ら ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ の 成殻 と未成殻 の 差 異 は，殻高 正Omm 以上 の 成殻
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で は 成 長脈 や殻高／殻径 比の 変異 が大 ぎ く， 臍孔 が開 い て い る よ うに 見 え る個体 もあ る。
．．・

方殻高 が 10mm 以 下 の 未成殻 に お い て は 成長脈 の 強 弱 や 殻高／殻径比 の 変異 が 極 め て 小

さ く，臍 孔は 必 ず閉 じ る 。

　比較 ： こ こ で 本種 の 成殻 の 形態変 異を考慮 に 入れ て ，今ま で に 報告 さ れ た ウ ラ ウ ズ カ ；

モ リ ガ イ 属の 種 と比 べ て 見た が ，現生種 と して 報 告 され た も の は 黒 田 （1947） の 提唱 し た

Trochocerithium 　 excelsum 　 viva （黒田 の ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ） と　 T．　 ex ．　 evanidntm の 2

種 が あ る が， い ずれ も正 式記載 を み て い な い 。 ま た σ fusca　Okutani ＆ Habe ，1981 は

黒 色 の 種 で ，属位 に つ い て は な お 検討を 要 し よ う、，そ こ で ，そ れ 以外 に 比較 し得 る べ ぎも

の は 化石 種 と し て 報 告 さ れ た も の 以 外 に は な い 。 日 本産 ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ 属貝類 の 化

石 種 は，Urata （1961） に よ る と 6 種知 られ て い る 。 そ の うち 1種 は 始 新世， 3種 は 漸新

世， 2 種 は 鮮 新世 よ り産 出 して い る。 こ れ ら 6 種 の 中 で ，現 生種 に 形態的 に 類似 し て い る

種 は鮮新 1「1の 化石 種 O．　shikoensis （Yokoyama ， 1928） と O．　excelsa （Yokoyama ，1928）

で あ る。 前者 は 台湾 の 恒春 よ り ， 後者 は 模 式産地 の 宮崎以外 に 高 知 （Nomura ， 1937） と

静岡 （Makiyama ， 1931） か ら報 告 さ れ て い る。な お 0 ，　shikoensis の 模 式産 地 は 石 崎

（1942），金 子 （1981） に よ っ て 恒春 の 南 に あ る大坂 埓 の 馬 鞍 山泥層 に訂正 さ れ た e ま た

Beets （1950） は イ ン ド ネ シ ア の ボ ル ネ オ 島よ り現 生種 に 類似 した鮮 新 世 の 化 石 種 σ

gloriamaris （Beets）を報告 し て い る 。

　 σ shileoensis の 模式標 本 （Yokoyama ， 1928a ； Pl．4，丘g．10）の 貝殻 は 殻頂 部の 破損

し た 殻径 6mm の 個体で 休層を 含め て 4 層 し か 残 っ て い な い の で 殻高 の 全 体は 明 ら か で は

な い 。 よ っ て 永井誠 二 氏採集 に か か る台湾大坂埓産 の 化石 標 本 （P1．1，
　 fig．7）も加 え て

検 討 した 。 採集標 本は 殻高 13．6mm ， 殻径 6．2mm で ， 殻径 を 比 べ る と ほ ぼ模 式標本 と同

じ大 きさ で あ る。調査 標本 の 成 長脈 は 殻頂 部 に 近 い と こ ろ で は ， 2 列 の 結節状 の 粒 と な る

が ， 体層部 で は E下 と も弱 い 縦肋状 の 刻 み とな る。模式標本 の 成長脈 は 体層部 で は 上 段 が

結節粒 ，下段 は 縦肋状 の 刻み とな っ て い る。模 式標 本 も今回 の 調査慓木 も とも に 縫合 の く

び れ は 深 く，殻 底 は
’F ら で あ る。今回 の 慓本 の 臍孔 は 内唇が 軸唇 に お お い 被 さ り浅 く開 い

て い る よ うに 見 え る が ， 模式標本に は 臍孔の 記述 は な い 。両標本 とも＆
”
　P［の

一
部 は 破損 し

て い る が ，採集標 本で は 軸唇は くび れ て 水 管溝 は下方 へ 突 き 出 る。な お 殻高 ／殻径 比 は

0，45 と ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ の 中で は 最小値 に 近 く， 殻高 に 対 し て 殻径が 小 さ い と い え る 。

こ れ ら成 長 脈 の 強弱，殻高／殻径比 の 特 徴 は 現生種 で は 熊野 灘産 （Pl．2，
丘g．6）の 標本 に

類似 して い る。 こ の 熊野 灘産 標本 の 殻高／ 殻 径 比 は 0，48 で あ る。

　 ashikoenis と同年 に 記載 され た （λ excelsa （Yokoyama ， 1928b ； 67，
　fig．8） の 殻高

12．Omm ，殻径 6．　O　mm で ，螺層を 2 列 の 結 節状 の 粒列 が と り ま く，殻 高／殻径 比は 0．50

で あ る u こ の 値 は ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リガ イ の殻 高／殻径比 の 平 均値0，51に 近 い 紀伊水道産 の

標 本 （P］．2，
fig．3） に 彫刻 の 状態 ，殻高／殻径比 とも類 似 し て い る。

　 ス マ ト ラ 島産 の σ gloriamaris の 模式標 本 （Beets ，1950 ； figs．2〜10） は ，殻 頂，殻

口 とも破 損 した個 体 で あ る た め ，殻 高／殻径 比 は 明 ら か で は な い が ，成 長脈 は 螺 層 に 2 列

あ り，上 部は か す か に 見 られ る程 度で あ る が ，下部は 弱 い 結 節状 の 粒 とな っ て い る。 ま た

Beets （1950） は 本種 よ り　O ．　shikoensis の 方 が 成 長 初期 の 成 長脈 は 粗 い と述べ て い る。

成長脈 の 特徴は 現生 種 で は 紀伊 水道産 （Pl．2，　fig，9） の 標 本 に 類似 し て い る 。

　 前 述 の よ うに ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リガ イ の 成長脈 お よ び 殻 高／殻径 比の 変異 の 幅 の 極め て 広

い こ とを考 え合せ る と，Oshikoensis と σ excelsa とそ し て σ gloriamaris は 同種 で
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あ る と考 え て も差 し つ か え な か ろ う。 0．gloriamaris を除 く上記 2 種 は と もに 1928年 に 記

載 され た 種 で あ る が ， 0 ．shikoensis が ，同年 7 月 に ， 0 ．　excelsa は 同年 9 月 に 発表 され

て い る た め 0，excelsa は 0．　shifeoensis の シ ノ ニ ム とな る。 ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ の 学

名を 整理 す る と次 の よ うに な る。

　　　　　　　　Orectospira　shikoensis （Yokoyama ，
1928） ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ
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Cerithiopsis　 shileoensis
，
　 Yokoyama ，　 Imp ．　 GeoL 　 Sur．　 Jap．　 Rep ，101 ： 55，　 pL 　4，

fig，10．

Cer漁 iopsis　excelszam
，
　Yokoyama ，　Fac．　Sci．　Jour．　Tokyo 　Imp ．　Univ ．　Sec．2，2 （7｝：

346
， p1．67 ，

丘g．8．

Cerithium 　 eptcetsnm ，　 Makiyama ，　 Mem 　ColL　Sci．　 Kyoto 　 Imp ．　 Univ ．，　 seL 　B ，

7（1）：　22 ，

Trochocerithium　 w αdα num 　 exeelMm ，
　 Kuroda ，

　 Iwanami 　 Lectures 　 on 　 Geology ； 16，

五9 ．4．

Trochocerithiuo7t 　 s んikoence，　Nomura ，　 Sci．　 Rep ．　 Tohoku 　 Imp ．　 Univ ．， 2nd 　 ser ．18

（2 ＞：　183 ．

Trochecerithium　 excelsum
，
　 Nomura

，
　 Jal）．　 Jour．　 Geo1．　 GeGgL

，
14 （3−4）： 74．

Troehoceγithium　 gloriam α・ris ，　 Beets
，
　Verh ．　 Geol．　 Mijnb ．　 gen ．　 Ned ．15 ； 344− 3462

且gs．2−10．

Trochocerithium　excels
’
Mm ，　Shuto ，

　Sci．　Rep ．　Fac．　Sci．　 Kyushu 　Univ
り
4（1）： tab ．2．

Troc んocerithium 　 excelsum ，　Hatai ＆ Nishikawa ，　 Sci．　 Rep ．　Tohoku 　Univ ．
，
2nd 　 ser ，，

spec ．　vol ，
，　（3）： 186．

Trocんoo 爾 統 勿 拠 shikoensig ，
　Makiyama

，
　 Palaeont ．　 Soc ．　 Jap ．　 Spec ．　 Pap ，，6 （4 ）：

pl．90，
且g．10．

T γ oc んocerit んium 　 aff ．　 T，　shikoensis ，　 Macneil，　 U ．S．　 GeoL　 Surv．　 Prop ．　 Pap ．，339 ：

42，pl．7， 且g．20．

Trochocerithinm 　 cf ．　 T ．　excetsum ，
　 Macneil ，

　 U ．S．　 Geol，　 Surv ．　 Prop 。　 Pap
り
339 ： 42

，

pl ，2，
　 fig，2．

Orectospira．　 shikoensis ，　 Urata ，　 Rep ．　 Earth 　 Sci．，　 Dep ．　 General　 Educ ．
，
　 Kyushu

Univ ．
，
7 ： 15

，
　 pl．4 ，

且gs．7
，
a 　 b．

Orectospirα excelS α
，
　 Urata

，
　Rep ．　Earth 　Sci．，　Dep ．　General　Educ ．，　Kyushu 　Univ ．

，

7 ： 15，pL 　4，丘gs．8a，　 b．

Orectespiraεec 扼ノormis ，
　 Habe ，　CoL 　 III．　 Shells　Japan ， （2）： 24

，　 pl．11，　fig．5．

Orectospiro　tectiformis ，
　Okutani ，

　Jour．　 Fac．　 ScL　Univ ．　Tokyo
， （2），15（3）： 390−

391
， pL　3

，
血g．6．

0 ？
・
ectospir α tectiプormis

，
　Okutani

，
　Bu1L　Tokai　Reg ．　Fish．　Res．　Lab ．，56 ： 29 ，　pl．3，

負9．6．

Orectospirα tectiプormis
，
　 Kuroda

ン
Habe ＆ Oyama

，
　 Sea　 Shell　 Sagami 　 Bay

，
97

，

pl。16，
　 figs．37

，
38，

Orectospira　tecti／omais
，
　 Okutani

，
　 Shell　1

，
　 Gakken ：　174

，
66。

Orectospirα sp ．　cf ．　shikoensis
，
　Noda

，
　Sci。　Rep ．　Inst．　Grosci．　Univ ．　Tsukuba ，　sec ．　B ，

1 ：　13
， p1．6，

丘gs．13a
，
　 b

，
　 pl．11 ，

　 fig．4．
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　　　　 　　　　　　 ウ ラ ウズカ ＝ モ 1丿ガイ属 2 種 の 深度分布

　両種 の 深度分布 に つ い て 簡略 に 述 べ た もの に ， ソ ビ エ ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ で は ，波 部

（ユ961） と肥 後 （1973） の 500〜1，
　OOOm が あ り， ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ で は 東 （1960） の

270〜360m ，波部 （1961） の 200〜500　m ，
　 Okutani （1964） の 500・− 700 　m ，中山 （1965）

の 300〜400m ，黒田 ・波部 ・大山 （1971） の 200〜1， 100m ，肥 後 （1973） の 200〜 1，100

m ， 奥谷 （1975） の 100〜500m が ある 。 しか し こ れ ら の 深度 分布範囲 は ，　 O ．　tectiformis

と 0．babelicaが 同種 で ある こ とが 判 っ た 現 在，上限，下 限 とも再 検討 が 必 要 とな る 。

　今 ま で に 両種 の 採集地点を 正 確 な位置 と深度 で 報告 し た もの に は ， ソ ビ エ ウ ラ ウ ズ カ ニ

モ 1丿 ガ イ で は Watson （1880） と Dall （1907） の 記載 で 記述 さ れ た 3 地 点 の み で ， ウ ラ

ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ で は Okutani （1964 ， 1968） の 5 地 点 と Ohta （1983） の 3 地点に す ぎ

な か っ た 。 そ こ で 今回 ソ ビ r ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ に つ い て は ，海洋研 究所 の 淡 青丸に よ

一
・ て 紀伊水 道沖合 よ り採 集 さ れ た 1 地 点 （土 田，1985） と同 じ く海洋研 究所 の 白鳳丸が高

知 沖 で 採集 し た 3 地点 を加え て 合 計 7 地 点 の 採集深 度が 明 らか に な っ た 。

一
方，ウ ラ ウ ズ

カ ニ モ リ ガ イ に つ い て は ，熊野灘 ・紀伊水道沖合 で操業す る沖合底 曳船 で の 採集が 4 地 点 ，

淡青丸に よ っ て 紀伊水道沖 合よ り採集 され た 2 地 点，同 じく淡青丸で 採集 され た駿河 湾 の

5 地点お よ び MacNei1 （1960） に 報告 され た Albatross号 の 日本近海 で の 採集記録 （深

度 の み 報告） の 8地 点を加 え る と合計 27地 点 の 採集 記録 が あ る。

　 以上 の 採集記 録 よ り深度分布を検討 し て 見 る と， ソ ビ エ ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ は 水 深

700〜1， 100m に 生息域が あ り （Fig．1， ヒ段 ），ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ の 方 は 水 深 150〜

760m に 生息域 が 見 られ る が ，分 布 の 中心 は 採集頻度 の 高 い 水深 300〜600m に あ る もの と

思われ る （Fig．1，
一
ド段）． 両種 の 深度 分 布は

．・部重な る と こ ろ もあ る が ， 水深 700〜800m

に 両種 の 深度分布 の 境が あ る もの と思わ れ る。つ ま り ソ ビ エ ウ ラ ウ ズ カ ＝ モ リ ガ イ は 漸深

海帯 中部に ， ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ は 漸深海帯上 部 に あた る海域 に 生息 す る も の で ，両種

の 生息域は 明ら か に 異な る （土 田 ， 1985）。 こ の こ と よ り， O．　tectiformis とそれ と 同
一

N
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　 　 　 　 　 N＝7

0．tectiformis

「「 r lL
ID

5

o

隠＝27

0．shikoe眄sis

0 500 Iooo
OEPT開 （m ）

Fig ．1． ソ ビ エ ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ （上 図 ） と ウ ラ ウ ズ カ ニ モ

　　　 リ ガ イ （下図） の 深度 別 採 集 回 数 。 O．　tectifermis と

　 　 　 O ．babelica の 模 式産地 の 採集深度 （■）。

　　　 Bathymetrical 　difference　of　two　species 　of　Orectospira
　　　 in　numbers 　of　the　positive　stations ．　Black 　bars

　　　 indicate　exact 　depths 　of 　type　localities　of 　O．　tecti−

　　　 formis　 and 　O ．　babelica．
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Fig．2，　 H 木太
’F洋岸沖 の ソ ビ エ ウ ラ ゥ ズ カ ニ モ リガ イ （× ） と ウ ラ ウ ズ ヵ ニ

　　　　 モ リ ガ イ （●） の 現生標本採 集地 点。
　　　　 Collecting　 stations 　of 　the　 Recent　specimens 　of 　O ，　tectiformis （x ）

　　　　 and 　O ．　 shikoensis 　（●）．

（
巳

∈〕
＝

　自一
聖

10 20
　 随EIGHT（mm ）

30 40

Fig．　3． 殻高 と殻径 の 関係。 ソ ビ エ ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ （○），ウ ラ ウ ズ カ

　　　　 ニ モ リ ガ イ （●）Q 回帰 直線 は Y ＝O．　734X− 1．13，　 r ；O．981 （ソ ビ エ

　　　　 ウ ラ ウ ズ カ ＝ モ リ ガ イ） と y ；O．515X − O．　046，　 r ＝0．965 （ウ ラ ウ ズ

　　　　 カ ニモ リ ガ イ ）。

　　　　 Relationship　between 　shell　height 　and 　shell 　width 　in　O ，　tectiformis

　　　　 （○） and 　O ．　shikoensis （●）．　The 　equations 　 of 　 regression 　line

　　　　 are 　Y ＝ 0．734X − Ll3 ，　r ＝0．981　 for　 O ．　 tectiformis 　 and 　Y ＝0．515X
　 　 　 　

− 0．05，r ＝0，965　fQr　O ．　shikoensis ．
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種 で あ る こ とが 判 っ た 0．babelicaが ， ほ ぼ 同 じ水 深 か ら採 集 され て い る こ と は ，深度分

布 か ら見 て もそ の 見解が 支持 され る （Fig．1，上段■ 印）。

　ま た 今回報告 し た ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ 属 2 種 の 現生種 は ， 今 の と こ ろ 日本太平 洋岸沖

合 に しか 生息 域 を知 られ て い な い 。両種共分 布域 は 狭 くソ ビ エ ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ ば ，

東 か ら西 に 御前崎沖 ，紀伊水 道沖 ， 高知沖 に 分布 し （Fig．2，
× 印）， ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ

イ は 同 じ く東 か ら 西 に 相 模湾、駿河 湾，遠 州 灘，熊野 灘， 紀伊水 道沖 （Fig．2， ● 印） と

高知 沖 （東，1960； 中山 ， 1965） ま で 分布が 知 られ て い る。 し か し化石 種 の 記録を加 え る

と ソ ビ エ ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ は 沖縄 （MacNeil ， 1960） ま で ， ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ は

沖縄 （MacNeil ， 1960 ；Noda ， 1980）， 台 湾 （Yokoyama ，1928）， イ ン ドネ シ ア （Beets，

1950） に ま で 分布を 南 に 拡大す る こ と に な る。

　　　　　　　　　　　結論 ： ウラ ウズ カ こ モ リガイ属 2 種 の 差異

　今 ま で に 述 べ た こ と か ら ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ属 2種 ，す なわ ち ソ ビ エ ウ ラ ウ ズ カ ニ モ

リ ガ イ と ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ の 形態 的特徴や 深度分 布か ら考察 し て ，両種 の 違 い を と り

ま とめ る （Table ，1）。

　 　　 　　 　Table　1．　 ソ ビ エ ウ ラ ウ ズ カ ニモ リ ガ イ と ウ ラ ウ ズ カ ニモ リ ガ イ の 比 較

　 　　 　　 　　 　　　 Acomparison 　 between 　 O ．　 tectiformis 　 and 　 O ．　 shikoensis ．

0．tectiformis 0 ，shikeensis

最 　大　殻　高

螺　層　回　数

殻 　高／殻 　径

37，0mm

　 11

22．8mm11

彫 刻

未 成殻 の 周 縁部

臍 孔

　　　　・ 68 （N − 19） 　 　 1　 ・・51 （N ・・32）

（ソ ビ ＝ ウ ラ ウ ズ カ ニモ リ ガ イ の 方が 末広 が りに な る 傾向が 見 られ ，そ れ は

殻高が 大 きくな る に し た が っ て ウ ラ ウ ズ カ ニモ リ ガ イ と は 明 らか な 差が 見 ら

れ る 。
Fig ．3参照）

成 殻 ： 螺層の 上 下 に 刻 み とな っ て痕

　　 跡 が残 る 。

未成殻 ；縦肋状 の 刻 み と な る。

成 殻 ：螺層 の 上 下 に 結節状 の 粒 とな

　 　 　 る。

未成殻 ： 結節状 の 粒が 1 列 とな る 。

角ば る 丸 く突 き出 る

成 殻 ： 大 き く深 く開 く

未 成 殻 ：小 さ く深 く開 く

殻
…

軸

口 亜 方形

成殻 ：開 い て い る よ うtc見 え る 個体

　　 　も あ る が 浅 い 。閉 じ て い る 個

　　 体 の 方が多 い 。

未成殻 ： 完全 に 閉 じて い る 。

方　形

唇 ね じれ な い ね じれ る

水　 　管 　 　溝

地 理 的 分 布

深　度　分 　布

幅広 く短 い 1狭 く長 く下方確 き出 ・ ・

御前崎沖
一

高 知 沖 相模湾
一

高知沖

700〜L100m 150〜800m

境 は 700〜800m

以上 の こ とに よ り今ま で 0．babelicaの 学 名 に あ て て い た ソ ビ エ ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ
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は ，O ．　 tectiLla｛mais に 変更 され，　 O 　shikoensis が ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ の 学名 と し て 使

わ れ る こ と に な る 。

引　 用　文　献

東　正 雄　1960 ．高知県沖島
・柏島 ・足 摺崎沖産 貝 類 目録 。 9＋ 102＋ 17pp ，，5pls．，土 佐 文献 刊 行 会。

Beets
，
　C ．1950 ．　On 　an 　East −lndian　representative 　of　the　rare 　gastropod 　genus 　Trocho −

　　　cer
・ithi．u ？n ． τノ erh ．　 G θ o 乙 Mi ゴnbonwk ．　 Gen ．　 v．　 NeClerland 侃 Koe．，　 G θo 乙，　 Ser・，15 ：

　　　342 −348
，
figs．1−10，

Dal1
，
　 W ．　H ，1907．　 Descriptions　of　new 　speeies 　of　 shells ，　chiefiy 　Buccinidae 　 from 　the

　　　dredging　 of 　 the　 U ．S。S．‘‘Albatross’，
　 during　 1907

，
　 in　 the　 Japanese 　 Seas ．　 Rept ．

　　 Smithsoni αn 　M 琶sc．　Coelect．，　50（2）：　139−173．

Dall，　W ，　H ．1925 ．　 IIIustrations　of　unfigured 　types　 of 　shells 　in　the　eollection 　of 　United

　　　States　 National　 Museum ，　 Proc ．　 U ．S ．　 N α t．　 Mus ．
，
66 ： 1−41

，
　 pls．1−36．

波部忠 重　1961．続原色 口 本貝類図鑑 。 9十 182十46pp．， 66pls．， 保育社，人阪 。

肥後俊
一

（編）　1973． 日本列島 周 辺 海 産 貝類 R 録 。 4＋ 58十 397十61pp．，長 崎県 生 物学 会，長崎。

石 rl奇和彦　1942．西 恒 春臺地 附近 の 地 質学 的観察。台湾地学記事，13 （2−3）： 45−64．

金子寿衛男　1981 ，台湾 ・馬鞍山泥 層貝化石 の 数種 に つ い て 。 1981年度 口 本貝類学 会 講 演要旨 ： 2．

黒 田 徳 米 　 1947 ． ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ 属に つ い て D ゆ め 蛤，17 ： 121−123．

黒 田 徳米
・波部忠重

・大 山 桂　1971．相 模湾産 貝類。741十 489十 51pp ．，121pls．，丸善，東京 。

MacNeil ，　 F ．　S．1960．　Tertiary 　and 　 Quaternary　 Gastropoda　 of 　 Okinawa ．　U ．S．　 Geel．

　　　Surv ．
，
　 Prof．　 P αp，， 339 ：　1−148 ，

　 pls．1−21 ．

Makiyama ，　 J。1931．　 Stratigraphy 　of 　the　 Kakegawa 　 pliocene 　 in　 totomi ．　 Mem ．　 Coll．

　　　Sci，
，
　Kyoto 　 Imp ，　 Univ ．，　 ser ．　 B ， 7（1）： 1−53 ，

　 pls．1−3．

中山．駿馬　1965．土
．
佐産貝類 目録 。 12十 136pp．高知 。

Noda
，
　 H ．1980．　 Molluscan　 fossils　 from 　 the　 Ryukyu 　Islands，　 Southwestern 　 Japan ．

　　　Part 　 1，　 Gastropoda 　 and 　 Pelecypoda 　 from　 the 　 Shinzato　 formation　 in　 southeastern

　　　part 　of 　Okinawajima．　 Sci．　Rept．， ∬nst ，　Geesci．　 Univ．　 Tsukuba ，
　 sec ．　B （Geo1．　 Sci．）

　　　1 ： 1−95，pls。1−12．

Nomura
，
　 S．1937，　 The　molluscan 　fauna 　from 　the　pliocene 　 of　 Tosa ．　 Jap ．　Jour ．　 Geol．

　　　Geogr ．
，
14 （3−4）：　67−90

，
　 pl．6．

Ohata ，
　S．1983 ．　 Photographic 　census 　 of 　large −sized 　benthic 　 organisms 　in　the　 l）athyal

　　　zone 　 of 　Suruga 　Bay
，
　 central 　Japan ．　 Bu・ll．　 Oee α n 　Res，　 Inst．　 Univ．　 Toleyo， （15）：

　　　 1−244，

Okutani
，
　T ．1964．　 Report　 on 　the 　 archibenthal 　 and 　 abyssal 　 gastropod 　 mollusca 　 mainly

　　　 collected 　 from 　 Sagami 　 Bay 　 and 　 adjacent 　 waters 　by　the　 R ．V ．　 Soyo−Maru 　 during

　　　 the　 years 　1955−1963 ．　Jour．　 Fac ，　 Sci．　 Univ ．　 Tokyo ，
　 sec ．2，

15 （3）： 371−447
，
7pls ．

Okutani
，
　T ．1968．　 Bathyal　 and 　 abyssal 　 Mollusca　trawled　 from 　 Sagami 　 Bay 　and 　 the

　　　 south 　 off 　Boso 　 Peninsula 　by 　the　 R ／V ．　 Soy （H ］Maru ，1965 −1967 ．　 Bull．　 Tok αi　Reg ．

　　　 Fish．　Res．　L αわ，，　56 ：　7−55，　3　pls．

奥谷喬司　 1975．只 1 巻 貝 （学研中高生図鑑 7 ）。 301pp ．， 学習研究社 。 東京 。

Okutani ，　 T．　 and 　 Habe
，
　 T．1981．　 A 　 new 　 species 　 of 　 the　 genus 　 Orectospir α from 　 the

　　　 Pacific　Coast　 of 　Japan 　（Gastropoda ： Prosobranchia ）．　Venus
，

」αp ．　 Jeur．　 M α1αc．，

　　　 39．（4）：　197− 199 ．

土 田英治　1985，淡青 丸 に よ っ て 紀伊 水 道沖合海域 か ら採集され た漸深海帯 の 貝 類。 南 紀 生 物．27

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The malacological society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　malaoologioal 　sooiety 　of 　Japan

84 VENUS ：　 Vol．45 ，　 No ．2 （1986）

　　 （2）　：95−104．

Urata
，
　 H ．1961．　 On 　 the 　 Japanese 　 fossil　 Oreetospir α ．　 Rep ．　 E α rth ・．　 Sci 。1）θp ．　 Gener α l

　　 Educ ・
，
　 K 解us ん％ Univ．，7 ： 11−23，　pl．4．

Watson
，
　R ．　B ．1880 ．　 Mollusca 　 of 　H ．M ．S ，‘Challenger ’Expedition 　part 　 5．　 Jour．　 Linn．

　　 Soc．　 Zoo 乙
，　15 ：　87−126。

Watson
，
　 R ．　B ．1886，　 Report　 on 　 the　 Scaphopoda 　 and 　 Gastropoda 　 collected 　by　H 瓢 S．

　　　Challenger　 during　 the　 years 　 1873− 1876．　 Rep ．　 Sci．　 Res．，　 Chaltenger，
　 Zool．，15 ： 1−

　　　722 ，
50pls ．

Yokoyama
，
　M ．1928a ，　 Mollusca 　from 　the　oil 　field　of 七he　Island 　of 　Taiwan ．　 Imp ．　Geol．

　　 Suw ．，　Rept．，　（101）： 1−112，　 pls．1−18．

Yokoyama
，
　M ，1928b ，　 Pliocene 　 shells 　from 　Hyuga ，　 Jour ．　F α o ．　S6歪．　Jmp ．　Univ ．　 Tokyo

，

　　　see ．2， 2 （7）：　331− 350，　pls，66−67．

　　　　　　　　　　　　　　　　 Explanation 　of 　Plates　1−2．

（標本測定 II白：は 殻高 x 殻径 mm ．　 Measurements 　 are 　given　as 　height　x 　diarneter　in　 mm ）

　　　Plate　 1．　 Orectospira　tectiformis （Watson ） ソ ビ エ ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ

　　　　　　　　　　L 高知沖，水 深 714〜735m ．34，8x24 ，1

　　　　　　　　　　2．紀伊 水 道沖，水 深 975〜1， 112m ．34．4x23 ，9
　　　　　　　　　　3．高知洲1，水 深 714〜735m ．33．4× 23．9

　　　　　　　　　　4．高知沖 ， 水深 960〜985m ，24．6xl6 ．6
　　　　　　　　　　5．高知 7111，水 深714〜735m ．21．5x14 ．4

　　　　　　　　　　6．高知沖，水深 714〜735m ．21．5x12 ．　5

　　　　　　　　　　7，紀伊 水 道沖 ，水 深 975〜1，112m ．15。3x7 ．6

　　　　　　　　　　8．高知沖，水 深 707〜750m ，8，2x5 ，1

　　　　　　　　　　9，0 ．babetica　 Dall， （Dall．1925 ，
　P1．32，

　 figs．8 ＆ 12）

　　　　　　　　　10 ．0．tectiformis （Watson ） （Watson ，1886，　PL 　43，　fig．　 1），

　　　　　　　　　 11．幼層部

　　　　　　　　　12 ．螺状彫刻 と成長脈
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Plate 　 2

Plate　2．　Orectospira　shikoensis （Yokoyama ） ウ ラ ウ ズ カ ニ モ リ ガ イ

　　　　　 1．熊野灘，水深 413〜429m ．22．8xl2 ．9
　　　　　 2．熊野灘，水 深 347m ．15．0 × 8．　6

　　　　　 3．紀伊 水 道沖，水深 455〜492m ．15．1x7 ．7

　　　　　 4．駿河湾，水 深 262〜290m ．8．9x4 ．6
　　　　　 5．紀伊 水 道沖，水深 455〜492m ．6．6 × 3．7

　　　　　 6．熊野灘 ， 水 深 347m ．16．9× 7，9
　　　　　 7．台 湾，大 坂埓，化石 ．13，6x6 ，2

　　　　　 8．幼 層部

　　　　　 9．螺状彫刻と成 長 脈
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